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１０－２－２－２．三角関数の合成

（例）
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一般に、 a 、b （    0,0, ba ）を実数とするとき、  cossin ba  は

   sincossin rba
の形に変形することができる。
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22 bar  とすると
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であるから、点 Pは単位円周上の点である。点 Pを通る動径を表す角を とすると
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三角関数の合成

a 、b は    0,0, ba を満たす実数とする。  cossin ba  は次の

ように変形できる。

   sincossin rba
ただし、 r 、 は実数で

22 bar  、
22

cos
ba

a


 、
22

sin
ba

b




を満たすものをとったとする。

（注）

次の図を参考にすると覚えやすい。

（注）

この式を満たす のとり方は（範囲などに制限がなければ）一通りではない。

（例）
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（例）

x の関数 xxy cos3sin  の最大値と最小値を求めてみよう。
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 （ n は整数）

また、 2y とすると
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 （ n は整数）

よって、関数 xxy cos3sin  は

 nx 2
6
7

 のとき最小で最小値は 2
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 nx 2
6
1

 のとき最大で最大値は 2

である。ただし、 n は整数とする。

（注）
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sin2cos3sin xxx より、関数 xxy cos3sin  のグラフは次のようにな
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（例）

20  x とする。次の方程式を解いてみよう。

2
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まず、左辺を合成すると
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ここで、 20  x より
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であるから、①②より
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よって、与えられた方程式の解は
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23,
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7

x

である。
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